
日
時
◆
六
月
十
三
日
（
日
）

主
催
◆
油
谷
町
文
化
事
業
協
会

場
所
◆
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

時
間
◆
開
場
　
十
三
時
三
十
分

開
演
　
十
四
時

料
金
◆

大
人
　
　
　
　
　

二
千
円

高
校
生
以
下
　
　
　

千
円

（
当
日
は
五
百
円
増
）

【
中
国
雑
技
団
の
メ
ン
バ
ー
十
四

名
が
繰
り
広
げ
る
楽
し
い
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
と
民
族
舞
踊
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。
」

※
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
、

五
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
■
油
谷
町
文
化
会
館
　
　
3
3
‐
0
0
5
1

ラ
ホ
ー
ル
ゆ
や
　
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
国
伝
統
芸
術
の
祭
典

～
雑
技
団
と
民
族
舞
踊
～

新
刊
図
書
の
案
内

●
一

般

書

「
青
雲
士
魂
録
」
　
津
本

陽

「
世
紀
末
思
い
出
し
笑
い
」

林

真
理
子

「
手
話
で
話
そ
う
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」

藤
野

信
行

「
暗
雲
（
上
・
下
）
」

生
島

治
郎

「
バ
ー
ス
デ
イ
」

鈴
木

光
司

「
陰
謀
の
日
（
上
・
下
）
」

シ
ド
ニ
イ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

●
児

童

書

「
か
え
る
く
ん
」

く
ら
た

こ
こ
の
み

「
メ
リ
ー
さ
ん
の
電
話
」斉

藤

洋

「
ま
ん
が
ニ
ユ
ー
ス
ー
ワ
カ
ッ
タ

く
ん
」
　
　
　

前
川

し
ん
す
け

「
お
助
け
ナ
ブ
ーフ
ー
が
や
っ
て
く

る
」
　
　
　
　

パ
ム
ー
エ
ア
ー
ズ

※
そ
の
他
多
数
の
新
刊
を
入
荷
し
て

い
ま
す
。

まちのニ ュース ・お知ら せ

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
コ
ー

ス
図
に
従
っ
て
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
グ
ル
ー
プ
で
歩
き
、
時
間
得

点
と
課
題
得
点
の
合
計
点
で
競
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
時
■
五
月
十
六
日
（
日
）

十
時
～

集
合
場
所
■
楊
貴
妃
の
里

携
行
品
■
弁
当
、
水
筒
、
帽
子
、

手
袋
、
手
拭
、
そ
の
他
必
要
な
物

申
込
方
法
■
個
人
又
は
家
族
や
知

人
三
～
四
人
の
グ
ル
ー
プ

申
込
期
限
■
五
月
十
二
日
（
水
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
、
宇
津
賀
公

民
館
、
向
津
具
公
民
館
又
は
歩
こ

う
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

参
加
料
■
無
料

備
考
■
自
家
用
車
の
な
い
方
は
、

町
の
な
か
よ
し
号
（
九
時
三
十
分

発
）
で
も
送
迎
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
の
方
は
申
込
の
際
に
届
け
て

下
さ
い
。

問
合
せ
先
■
油
谷
町
中
央
公
民
館

3
2
-
1
1
1
6

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集
！

新
規
採
用

職
員
紹
介

四
月
十
五
日
付
で
住
民
課
保
健

環
境
係
保
健
婦
と
し
て
、
新
た
に

職
員
を
採
用
し
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。

氏
　
　

名
　
百
合
野
　

一

生
年
月
日
　
Ｓ
3
8
年
1
2
月
3
0
日

趣
　
　

味
　
旅
行
・
ス
ポ
ー
ツ

抱
　
　

負
　

早
く
油
谷
町
と
い

う
町
を
知
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

下水道整備のための
調査にとりかかります。

私たちにとって水は欠く ことのできないもの
です。私たちの使った汚れた水は川や海に流れ
込み、大切な自然を破壊していきます。この汚
れた水をきれいにし、美し い環境を保つために
欠かすことのできな いのが下水道です。

下水とは、私たちの日常生活から出る日常雑
排水、し尿や工場などから発生する排水（これ
らを汚水ともいいます ）などをいいます。

この使われた水をそのまま捨てると、川や海
を汚し、地下水系なども汚れて私たちの暮らし
に様々な悪影響を及ぼします。

ところで、川や海の汚れの原因は工場や事業
所の排水もさることながら、実は私たちの家庭
から流される雑排水が大きな原因となっている
のです。例えば、一杯のみそ汁を捨てると、も
とのきれいな水にするために約1, 000 倍の水で
薄めなければなりません。

この使われた水を集めて生物化学的に処理し
てきれいにし、川や海に返すのが下水道で、健
康で快適な生活環境を保つための大切な施設で
す。

油谷町では、下水道事業 を推進して早期に施
設を整備していきたいと考えています。皆さん
のご理解とご協力 をお願いします。
問合せ先■ 役場企画課下水 道計画係
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